
●平成24年度主な事業
●新規施設紹介

あしょろ広報 2012
NO.7095



23

足寄高等学校「観岳祭」

足寄町国民健康保険病院

平成24年度
足寄町の主要事業

本年度はこんな仕事をします

平
成
24
年
度
の
足
寄
町
予
算
の
中
か
ら
主
な

事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
算
総
額

�

１
２
２
億
５
，
９
２
８
万
４
千
円

（
内　

訳
）

　

一
般
会
計

�

75
億
６
，
１
５
２
万
７
千
円

　

特
別
会
計

�

32
億
１
，
２
９
１
万
２
千
円

　

企
業
会
計

�

14
億
８
，
４
８
４
万
５
千
円

主
な
新
規
事
業

主
な
事
業

（
一
般
会
計
）

（
特
別
会
計
）

（
企
業
会
計
）

（
一
般
会
計
）

高
齢
者
複
合
施
設
整
備
事
業

地
域
活
性
化
推
進
事
業

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
足
寄
中
央
地
区
）

公
共
下
水
道
管
渠
等
整
備

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

配
水
管
移
設
・
拡
張
工
事

（
上
水
道
事
業
会
計
）

土
地
区
画
整
理
事
業

（
足
寄
都
市
計
画
足
寄
市
街
地
区

　
　
　

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
　
　
　
　

器
械
備
品
購
入
等

（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
）

医
療
と
介
護
・
福
祉
等

　
　
　
　

連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

農
山
漁
村
活
性
化

　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

�

８
７
５
万
７
千
円

　

医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
小
規
模
多
機
能
老

人
福
祉
施
設
や
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
老
人
ア
パ
ー
ト
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
役
場
庁
舎
北
側
用
地
の

活
用
に
よ
る
足
寄
町
生
活
・
福
祉
拠
点
ゾ
ー

ン
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�

２
，
２
８
２
万
４
千
円

・
住
生
活
環
境
整
備
補
助
金

　

定
住
人
口
の
確
保
と
地
域
経
済
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
町
内
業
者
等
に
よ
り
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
・
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
な

ど
を
行
う
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金

　

住
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に
行
う
活
動
を

支
援
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
住
民
が
よ
り
主
体
性
を
発
揮
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

�

４
，
１
２
９
万
１
千
円

　

「
快
適
で
安
心
し
て
安
全
に
健
康
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」
の
た
め
、
医
療

機
関
へ
の
通
院
や
学
校
へ
の
通
学
に
係
る
周

辺
道
路
の
歩
道
や
街
な
か
広
場
（
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
）
を
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
整
備
に
向
け
て
調
査
設

計
、
土
地
購
入
を
実
施
し
ま
す
。

�

１
億
６
，
５
０
０
万
０
千
円

　

管
渠
新
設
工
事
（
山
手
通
等
）
１
，
７
６

０
ｍ
、
管
渠
実
施
調
査
設
計
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

�

７
，
１
３
４
万
４
千
円

　

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
伴
う
配
水
管
の

移
設
・
拡
張
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

�

３
億
９
，
４
８
８
万
２
千
円

　

移
転
補
償
契
約
締
結
の
た
め
の
積
算
業
務

等
を
行
う
ほ
か
、
区
画
道
路
、
東
通
な
ど
の

整
備
工
事
や
移
転
補
償
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

�

１
，
７
８
９
万
６
千
円

　

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機
器
の
購
入
や

人
工
透
析
病
棟
増
築
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
確
保
の
た
め
に
就
業
支
援
金

を
貸
与
し
ま
す
。

�

２
，
２
６
３
万
０
千
円

　

介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
を
開
設
し
た

医
療
法
人
社
団
三
意
会
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ

ッ
ク
あ
づ
ま
に
対
し
、
施
設
経
営
安
定
資
金

を
助
成
し
ま
す
。

�

１
億
５
，
６
０
４
万
５
千
円

　

農
産
物
処
理
加
工
施
設
（
加
工
室
、
塩
蔵

庫
、
事
務
室
）
を
整
備
す
る
足
寄
町
農
業
協

同
組
合
に
対
し
、
施
設
整
備
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

�

４
，
９
９
３
万
８
千
円

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
常
盤
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

�

３
，
６
９
２
万
０
千
円

　

地
籍
の
明
確
化
と
土
地
の
高
度
利
用
を
図

る
た
め
、
未
調
査
地
区
の
地
籍
測
量
を
行
い

ま
す
。

�

６
２
２
万
２
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
へ
通
学

費
や
入
学
一
時
金
、
見
学
旅
行
費
用
等
へ
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

�

７
３
１
万
３
千
円

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
道
が
基
金
を

造
成
し
、
市
町
村
の
雇
用
創
出
事
業
に
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
２
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
地
場
酪
農
製
品
開
発
促
進
事
業

②
地
場
産
品
開
発
・
販
売
促
進
事
業

�

３
０
４
万
９
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
充
実
振
興
に
寄
与
す
る

支
援
や
協
力
体
制
の
確
立
、
教
育
の
振
興
と

間
口
維
持
に
係
る
学
校
Ｐ
Ｒ
と
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
進
学
指
導
を
強
化
す
る
た
め
の
費

用
に
加
え
、
部
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
大
会

遠
征
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

地
籍
調
査
事
業

足
寄
高
等
学
校
通
学
者
補
助
事
業

緊
急
雇
用
創
出
事
業

足
寄
高
等
学
校
振
興
会
補
助
金



野々村さ
んご一家

（北３－２）
新津　京子さ

ん

（西町７）

買い物に来ていた方にお話しを伺いました

「人がいっぱいいたので、

家族で来てみました。コ

ロッケは、鹿肉特有の臭

みもなく、とてもおいし

いです。螺湾ブキも入っ

ているとは知りませんで

した。外はサクサク、中

はホクホクで、サイズも

食べやすい大きさでいい

ですね」

「以前から、直売所のオ

ープンを楽しみにしてい

ました。新鮮で、安全・

安心な地元産の農産物が

手に入るのでうれしいで

す。生産者がわかるので、

安心できるし、品数もた

くさんあって、今日はい

っぱい買いました。また

買いに来ます」

訪問介護事業所訪問介護事業所

社会福祉協議会事務局

高齢者就労センター

社会福祉協議会事務局

消費生活相談所消費生活相談所

地域交流サロン地域交流サロン

女子WC

男子WC

多目的WC

女子WC

男子WC

多目的WC

出入口

高齢者就労センター

会議室
相談室

会議室
相談室

見
取
図

45

足寄地域交流物産館に入る２つの店舗が、４月21日にオープンしました。同物産館は、道の駅周辺の賑わい

と地場産品の消費拡大を目的に、町が昨年度あしょろ銀河ホール21の南側に整備したもので、町内産カラマ

ツが使われています。館内には、ＪＡあしょろ（新津賀庸代表理事組合長）が運営する「農産物等直売所（愛

称：寄
よ

って美
み

菜
な

）」と足寄町商工会（新沼靖典会長）が管理し、出店希望会員に貸し出す商業交流スペース

には、現在「ＳＨ e ＣＡＦＥ（シーカフェ）」が入っています。両店舗とも地元産にこだわった商品を取り

揃え、道の駅周辺施設と一体となって町の魅力を発信しています。

ＳＨｅ ＣＡＦＥ 道の駅店

営業時間：午前10時30分～午後４時30分

　　　　（月曜日・火曜日定休／10月末まで）

※他の出店希望により、変更となる場合あり

　「ＳＨｅ　ＣＡＦＥ　道の駅店」では、シカ肉と

螺湾ブキの入ったコロッケを販売。たくさんの人が

訪れ、新しい味を楽しんでいました。同店で提供さ

れるシカ肉コロッケは、商工会内に設立された「Ａ

ＳＨＯＲＯのＭＥＧＵＭＩ検討委員会」（委員長・

新沼会長）で試

作を重ねてきた

もの。新沼会長

は「足寄の新し

い特産品となれ

ばうれしい」と

期待を寄せてい

ました。

ＪＡあしょろ農産物等直売所【寄って美菜】

営業時間：午前９時～午後３時 

　　　　（月曜日・火曜日定休／11月以降未定）

☎２８－０３０３

　店内には、ＪＡあしょろの組合員ら28人で構成す

る同直売所出荷協議会（菊地敬子会長）の野菜や加

工品等が並べられ、多くの人が訪れ新鮮な朝採り野

菜などを買い求めていました。菊地会長は「私たち

が作った安心・安全な農畜産物を多くの方々に食べ

ていただきたい。

今後は、湾ブキ

や山菜を使った

新しい商品作り

にもチャレンジ

していきたいで

す」と話してく

れました。

新しくオープンした２つの施設を紹介します

ご相談をお待ちしています

石井布美子相談員窓口カウンター

旧法務局足寄出張所を改修した建物には、社会福祉協議会（國見勲会長）と専門相談員が消費生活に関する

不安や悩み事を受ける消費生活相談所が入っています。

また、同建物内には高齢者などが気軽に利用できる「地域交流サロン」が設けられているほか、今後は各種

ボランティアの活動拠点としても活用が図られます。

連　絡　先

社会福祉協議会事務所

事務局・高齢者就労センター

� ☎２８－０７２２

訪問介護事業所

� ☎２８－０７３３

消費生活相談所

� ☎２８－０５８５

時間　午前10時－午後３時30分

　※ただし、正午－午後12時45

分までは不在となります。

足寄地域交流物産館（北１条１丁目３番地１）足寄町社会福祉協議会事務所・足寄町消費生活相談所（南６条２丁目７番地）
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新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

根本　和也
福祉課保健福祉室

主　事

久保　淳介
教育委員会事務局
生涯学習室主事

赤川　貴博
建設課建設室

技　師

畠山　紗希
総務課総務室

主事補

吉川　美佐
福祉課特別養護
老人ホーム看護師

香田　康孝
福祉課特別養護
老人ホーム介護士

伊藤　　亮
福祉課特別養護
老人ホーム介護士

今野　研司
国民健康保険病院

事務室主事

佐藤　窓花
国民健康保険病院

看護師

嶋村　紗希
国民健康保険病院

看護師

年
齢　

28
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

読
書
・
卓
球
・
芋
焼
酎

「
何
と
か
先
輩
方
に
つ
い
て
い
き

一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
職
員
に

な
り
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
〝
あ

り
が
と
う
〟
と
た
く
さ
ん
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

年
齢　

22
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

日
曜
大
工
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

「
ま
だ
足
寄
町
に
つ
い
て
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
早
く
慣
れ

一
生
懸
命
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

年
齢　

33
歳　

出
身　

陸
別
町

趣
味　

建
築
関
係
の
展
示
会
巡
り

「
こ
の
町
で
の
生
活
を
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
考
え
、
早
く
町
の
一
員

と
な
れ
る
よ
う
に
新
た
な
気
持
ち

で
励
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

20
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

洋
楽
鑑
賞

「
足
寄
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

37
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

旅
行

「
病
院
で
の
勤
務
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
健

や
か
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
援
助
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

年
齢　

28
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

釣
り
、
卓
球

「
こ
の
た
び
、
帯
広
市
か
ら
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
足
寄
町
の
こ

と
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
い
ち
早
く
町
に

慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」

年
齢　

20
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

運
動
、
音
楽
鑑
賞
、
読
書

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
足
寄

町
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
精
一
杯

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

32
歳　

出
身　

本
別
町

趣
味　

ボ
ウ
リ
ン
グ

「
足
寄
町
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
納

得
で
き
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
意
欲
を
持
っ
て
職
務

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

21
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

旅
行

「
看
護
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
仕
事
に
生
か
し
な
が
ら

患
者
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な
看
護

を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

年
齢　

21
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

水
泳
・
映
画
鑑
賞

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
早
く
職
場
に
慣
れ
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え

る
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
」

　
足
寄
町
に
は
町
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
３
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日
本
国

憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸

制
度
の
整
備
や
諸
施
策
の
推
進
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
不
当
な
差
別

や
人
種
、
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
離
婚
相
談

な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借

家
等
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
難
し
い
手

続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

　
行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
わ
か
り
に
く
い

・
国
の
施
設
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い

・
年
金
の
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い

　

な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
１
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

小　林　雅　子さ
ん

西町７　☎25－5931

國　見　　　勲さ
ん

南６－１　☎25－4545

西　野　　　勲さ
ん

南２－５　☎25－3808

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

行政相談委員

　

４
月
２
日
、
釧
路
地
方
法
務

局
帯
広
支
局
の
石
井
宗
郎
支
局

長
が
役
場
を
訪
れ
、
３
月
31
日

付
け
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
任

さ
れ
た
大
内
佳
代
子
さ
ん
（
中
矢
）

に
法
務
大
臣
感
謝
状
を
伝
達
し

ま
し
た
。
大
内
さ
ん

は
平
成
８
年

か
ら
５
期
15
年
に
わ
た
り
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
の
方

か
ら
の
人
権
に
関
す
る
相
談
や

啓
発
活
動
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
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　春の火災予防運動に併せ、足寄消防署と足

寄消防団が町内で防火パレードと防火ＰＲを

行いました。防火ＰＲでは女性消防団員らが

市街地３カ所のスーパーに分かれ、買い物客

などに火災予防を呼び掛けるパンフレットと

ポケットティッシュを手渡し、防火対策の徹

底をＰＲしました。

　昨年８月に任期満了でカナダに帰国した前

足寄町国際交流員のエバン・ブーイさ
んが友人

のサリーナ・フェアバンクさ
んと一緒に役場を

訪れました。エバンさ
んは「こんなに早く足寄

に戻って来ることができてうれしい。短い滞

在ですが、久しぶりの友人との再会がとても

楽しみです」と笑顔で話しました。

４.17 乳幼児用品を無料提供
　毎月１回開催されている「子育て支援リサ

イクルの日」（町教育委員会主催）が町民セ

ンターで行われ、町内外から多くの母親らが

訪れました。会場には町民などから無償で提

供された乳幼児用品が多数並べられ、来場者

はお気に入りの品を持ち帰っていました。次

回は５月22日に開催されます。

４.19 そば打ちを体験

４.20 エバンさ
んが来町

４.20 防火を呼び掛ける

　ふるさと足寄１００年塾・生きがいスクー

ル（町教育委員会主催）の塾生19人が町民セ

ンターでそば打ちを体験しました。講師の麺

打ち同好会（松川留四郎会長）会員の手ほど

きを受けながら、塾生は真剣にそば打ちに励

みました。出来上がったそばは、すぐにゆで

られ、かけそばとして美味しく食べました。

４．６　上利別保育所４．２　足寄保育園どんぐり

４．６　芽登保育所

４．９　大誉地小学校

４．９　芽登小学校

４．９　足寄高等学校

４．６　螺湾保育所

４．９　足寄小学校

４．９　螺湾小学校

４．９　足寄中学校

入
園
・
入
所
・
入
学
お
め
で
と
う
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６月１日から

ごみの分類が一部変わります
平成24年４月から「子ども手当」が

「児童手当」に変わりました

６月１日から、ごみの分類が次のとおり一部変更になります。

これに伴い、ごみの分け方、出し方を詳しく記載した「最新版ごみ名人ト

ラの巻」を発行しました。本紙５月号と併せて各ご家庭にお届けしますの

で、新たな分別方法に基づき、一層のごみの資源化、減量化にご協力をお

願いします。

平成24年３月末までに子ども手当の申請をされている方は、引き続き児

童手当が支給されますので、新たな手続きの必要はありません。

なお、６月に現況届の提出が必要になりますので、後日通知いたします。

※ただし、平成24年４月以降に転入された方や子どもが生まれた方は、

申請手続きが必要です（公務員の方は勤務先での申請となります）。

変更となるごみの分類例（主なもの）

試行期間

新たな分別方法での収集開始日

品　　　　　　名
分　　　類

注意事項等
変更前 変更後

メモ用紙やお知らせなどの普通紙 雑誌・その他
紙製容器類

新聞または
その他紙製容器類

小冊子（ホッチキス留めした冊子） 雑誌

写真や光沢紙、カーボン紙や感
熱紙など加工された紙

埋立ごみ その他紙製容器類
文字の書かれた半紙

絵の具などで絵が描かれた紙

シール（のり面が出ているもの） 　ガムテープは埋立ごみ

チョコレートの包み紙、銀紙 　アルミホイルは埋立ごみ

ボールペン、シャープペンシル
（先端が金属製のもの）

プラスチック類

金属類

掛け時計、置き時計 有害ごみ 　腕時計は有害ごみ

デジタル体温計 有害ごみ 　水銀入り体温計は有害ごみ

電話機（黒電話、ファクス電話など） 有害ごみ 　バッテリー、電池は外し
て有害ごみ電動のプラスチック製おもちゃ プラスチック類

ハンガーなどのよう
に、木やプラスチック
の製品で、一部に金属
が含まれているもの

木　製 木くず 　カラーボックスや本棚のよう
に、本体は木やプラスチックで、
くぎやねじ類だけが金属という
場合は金属類になりません

プラス
チック製

プラスチック類

生花 生ごみ
木くず

竹および竹製品（割り箸も含む） 埋立ごみ

トウモロコシ
（皮と実がついてい
るもの）

実
芯から外して

生ごみ
芯についたまま

木くず
　実だけの場合は従来どお
り生ごみ

皮と芯
実を取って

木くず
実がついていても

木くず
　実がついていない場合は
従来どおり木くず

※ここに記載しているごみ以外でも、分類が変更になっているものがあります。「最新版ごみ名人トラの巻」

を参考に分別されるようお願いします。

※従来の分別方法でも収集しますが、最新版に基づいた分別にご協

力をお願いします。

詳　　細　役場住民課住民室住民生活担当　☎２５－２１４１内線２２２

６月１日㈮～７月31日㈫

８月１日㈬から

詳　　細　役場福祉課保健福祉室福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１５

主な変更点

支給対象

助成対象

・「子ども手当」から「児童手当」に名称が変更となりました。

・平成24年６月分の児童手当から所得制限が設けられました。

　本町の乳幼児等医療費助成制度には所得制限が設けられており、平成24年６月から上記の所得制限限度

額の表が適用されることになります（従来に比べ所得額が90万円程度引き上げられます）。

　従来の所得制限により資格を喪失されていた方で、今回の改定により乳幼児等医療費助成の対象となる

方は、あらためて申請が必要となります。詳しくは担当までお問い合わせください。

　本町に住民登録か外国人登録をしている12歳到達日以後の最初の３月31日までの間にある児童

０歳から15歳到達日以後の最初の３月31日までの間にある児童

支給額（児童１人当たり）

児童の年齢（学年）
支給月額

所得制限限度額未満の方 所得制限限度額を超える方
３歳未満 １５，０００円 ５，０００円

※平成24年６月分からの手当
に所得制限が設けられます。

３歳～小学生
第１・２子 １０，０００円
第３子以降 １５，０００円

中学生 １０，０００円

所得制限限度額（平成24年６月分から適用）

扶養親族等の人数 所得額 収入額
０ ６，２２０，０００円 　８，３３３，０００円
１ ６，６００，０００円 　８，７５６，０００円
２ ６，９８０，０００円 　９，１７８，０００円
３ ７，３６０，０００円 　９，６００，０００円
４ ７，７４０，０００円 １０，０２１，０００円
５ ８，１２０，０００円 １０，４２１，０００円

支給時期

支給時期 支　給　対　象　月

平成24年６月
平成24年４月－５月分
（平成24年２月及び３月分の子ども手当と合わせて支給されます。）

平成24年10月 平成24年６月－９月分　　　　　　　※所得制限あり
平成25年２月 平成24年10月－平成25年１月分　　　※所得制限あり

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

乳幼児等医療費助成制度における所得制限が変わります
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第52回　火山サミットイン

雌阿寒岳を迎えるにあたって

町民
防災講座

　

昨
年
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
北
太
平
洋

沖
巨
大
地
震
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
と
福
島

原
発
事
故
に
よ
っ
て
日
本
の
社
会
基
盤
は
大

き
く
揺
ら
ぎ
ま
し
た
。
日
本
は
自
然
の
美
し

い
国
で
す
が
、
そ
の
半
面
、
大
き
な
自
然
災

害
と
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

私
た
ち
は
再
認
識
し
ま
し
た
。
過
去
の
津
波

堆
積
物
を
調
べ
る
と
、
３
・
11
規
模
の
地
震

や
津
波
は
数
百
年
か
ら
千
年
に
一
回
の
割
合

で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
起
こ
っ
た
火
山
の
大
噴
火
の
場
合

に
は
、
噴
出
物
が
堆
積
物
と
し
て
残
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
噴
出
年
代
さ
え
分
か
れ
ば
、

い
つ
の
出
来
事
だ
っ
た
か
が
判
明
し
ま
す
。

そ
の
中
で
約
９
万
年
前
に
起
こ
っ
た
九
州
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
の
超
巨
大
噴
火
は
、
九
州
だ
け

で
は
な
く
日
本
全
土
に
波
及
し
た
驚
異
的
な

地
学
現
象
で
し
た
。
九
州
の
３
分
の
２
が
火

砕
流
堆
積
物
で
厚
く
覆
わ
れ
、
そ
の
火
砕
流

は
海
を
渡
っ
て
山
口
県
ま
で
達
し
ま
し
た
。

阿
蘇
の
空
高
く
上
が
っ
た
密
度
の
小
さ
な
噴

煙
柱
は
風
下
側
の
東
に
順
次
移
動
し
、
日
本

全
土
に
火
山
灰
が
降
下
し
ま
し
た
。
北
海
道

で
も
厚
さ
10
～
15
㎝
以
上
の
火
山
灰
が
降
り

積
も
っ
た
の
で
す
。

過
去
の
大
噴
火
か
ら
学
ぶ

　

巨
大
地
震
の
存
在
と
同
様
に
、
破
局
的
な

自
然
災
害
に
い
た
る
巨
大
噴
火
が
将
来
必
ず

起
こ
り
得
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
る
よ
う
な
巨
大
噴

火
は
１
万
年
に
一
回
の
割
合
で
起
こ
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
デ
ラ
生
成
に
至
っ

た
直
近
の
巨
大
噴
火
が
北
海
道
で
起
こ
っ
た

の
は
、
摩
周
カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
た
約
７
千

５
百
年
前
の
縄
文
時
代
で
し
た
。
雌
阿
寒
岳

の
火
山
活
動
が
始
ま
る
よ
り
も
は
る
か
昔
に

は
、
阿
寒
火
山
地
域
で
も
数
万
年
に
一
回
の

割
合
で
巨
大
噴
火
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
北
海
道
で
は
、
１
６
４
０
年
駒
ヶ
岳
噴

火
か
ら
、
１
６
６
３
年
有
珠
山
、
１
６
６
７

年
樽
前
山
、
１
６
９
４
年
駒
ヶ
岳
、
１
７
３

９
年
樽
前
山
と
、
数
年
～
数
十
年
お
き
に
大

規
模
な
爆
発
的
噴
火
が
相
次
い
で
起
こ
り
、

北
海
道
の
広
い
範
囲
に
軽
石
や
火
山
灰
が
降

り
積
も
り
ま
し
た
。

火
山
災
害
に
備
え
る

　

活
火
山
の
周
辺
地
域
に
生
活
す
る
住
民
は
、

火
山
が
も
た
ら
す
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
噴
火
災
害
に
対
す
る
防
災
（
減
災
）

に
平
素
か
ら
心
配
り
を
し
て
、
次
の
噴
火
に

今
か
ら
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前

人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
地
元
住
民
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
対
す
る
認
識
も
高
い
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
火
山
防
災
の
取
り
組
み
や
噴
火

避
難
の
経
験
を
振
り
返
り
、
今
後
の
火
山
防

災
に
対
し
て
さ
ら
な
る
連
携
を
ど
の
よ
う
に

深
め
て
い
く
べ
き
か
、
共
通
の
話
し
合
う
場

が
必
要
で
す
。
北
海
道
で
は
、
２
０
０
０
年

の
有
珠
山
噴
火
以
降
、
雌
阿
寒
岳
で
小
噴
火

が
あ
っ
た
も
の
の
、
地
元
住
民
に
被
害
を
及

ぼ
す
噴
火
は
、
２
０
１
２
年
４
月
現
在
、
幸

い
に
も
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
然
災

害
が
起
こ
っ
て
年
月
が
た
つ
と
人
々
の
防
災

意
識
は
急
激
に
低
下
す
る
の
が
常
で
す
。
日
々

の
生
活
や
仕
事
に
追
わ
れ
、
私
た
ち
は
自
然

災
害
に
対
す
る
準
備
を
つ
い
つ
い
怠
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
精
緻
な
火
山
噴
火
予
測

が
難
し
い
現
状
で
は
、
火
山
災
害
に
備
え
た

継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

防
災
会
議
協
議
会
や
関
連
機
関
・
住
民
が

定
期
的
に
集
う
北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト

は
、
こ
れ
ま
で
道
内
各
地
で
３
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
、
雌
阿
寒
岳
で
火
山
防
災
サ

ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
防
災
意
識
の

向
上
や
防
災
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
ま
た

と
な
い
機
会
で
あ
り
、
防
災
意
識
の
平
時
で

の
継
続
、
防
災
活
動
に
対
す
る
連
帯
感
を
保

つ
こ
と
に
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
雌

阿
寒
岳
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
活
き
た
火

山
で
知
る
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
姿
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の
活
動

を
雌
阿
寒
岳
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
発
信
し
た
い
も

の
で
す
。

（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

�

教
授　

和
田　

恵
治
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
１

上空から見た雌阿寒岳火口

足
寄
で
多
く
見
ら
れ 

る
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど 

の
落
葉
広
葉
樹
は
、
冬
の 

間
は
葉
を
落
と
し
て
外
見 

上
は
何
も
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
。
実
際
、
秋
に
落
葉
す
る
と
、

樹
体
内
を
通
る
水
は
無
く
な
り
、
幹

か
ら
樹
冠
に
か
け
て
の
生
物
的
活
動

は
ほ
と
ん
ど
停
止
し
ま
す
。
ト
ド
マ

ツ
な
ど
の
常
緑
針
葉
樹
も
冬
の
寒
さ

に
耐
え
る
た
め
、
冬
眠
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

樹
木
の
芽
の
先
端
に
あ
る
光
や
温
度

を
感
じ
る
細
胞
は
、
ず
っ
と
外
の
様

子
を
う
か
が
っ
て
春
の
訪
れ
を
待
ち

構
え
て
い
ま
す
。
春
の
畑
に
苗
を
植

え
る
時
期
が
大
切
な
の
と
同
様
に
、

樹
木
の
芽
吹
き
の
時
期
も
死
活
問
題

で
す
。
毎
日
の
温
度
情
報
を
記
憶
し

て
、
春
の
芽
吹
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

第79回『冬の樹木』
（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

冬のツリークライミング（ミズナラ）

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
落
葉
樹
の
場

合
、
冬
の
間
に
吸
収
し
た
窒
素
は
根

に
蓄
積
さ
れ
て
、
春
の
芽
吹
き
時
に

葉
に
送
ら
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。常
緑
針
葉
樹
の
場
合
で
も
、

や
は
り
冬
の
間
に
根
に
窒
素
を
蓄
積

し
て
、
春
に
利
用
す
る
と
同
時
に
、

前
年
ま
で
の
葉
に
含
ま
れ
て
い
た
窒

素
は
、
冬
の
間
に
新
芽
に
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
樹
木
は
動
い
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
て
も
、
し
っ
か
り
春
の
準
備
を

し
て
い
る
の
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
最

近
、
冬
の
間
も
樹
木
の
根

は
窒
素
な
ど
の
養
分
を
吸

収
し
て
い
る
こ
と
が
確
か

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
ま
た
は
失
業
な
ど

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
納

付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１

免
除
の
各
制
度
は
、
免
除
後
の
納
付
す
べ
き

保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の

一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
、
未
納
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

み
ん
な
の
国
民
年
金

免除申請期間

免除の対象となる所得基準額

平成23年度 平成24年度

対象
期間

平成23年
７月

－24年６月

平成24年
７月

－25年６月

申請
期間

平成23年
７月１日
－24年
７月31日

平成24年
７月１日
－25年
７月31日

所得
審査

平成23年度
（平成22年
分）所得

平成24年度
（平成23年
分）所得

所 得 の 基 準 額
月の保険料
14,980円

年金額への
反映割合

全 額 免 除 （扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
保険料納付額

0円
１/２

４分の３免除
78万円＋（扶養親族等の数×38万円※）
＋社会保険料控除額等

保険料納付額
3,750円

５/８

半 額 免 除
118万円＋（扶養親族等の数×38万円※）
＋社会保険料控除額等

保険料納付額
7,490円

３/４

４分の１免除
158万円＋（扶養親族等の数×38万円※）
＋社会保険料控除額等

保険料納付額
11,240円

７/８

※扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは48万円、特定

扶養親族であるときは63万円となります。

阿寒富士

旧火口

赤沼火口
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身体等に障がいのある方の
軽自動車税の減免について

自動車税は納期までに
納税をお願いします

国保特定健診・胃・肺・大腸・前立腺がん検診・肝炎
ウイルス検診・すこやか健診

歯周疾患検診について

町民ボランティアの森づくり

第31回足寄ふるさと
花まつりを開催します

ＮＨＫからのおしらせ

　身体等に障がいのある方のため

に使用する自動車で一定の要件に

当てはまる場合は、申請により軽

自動車税の減免を受けることがで

きます。

　申請手続きをご希望の方は、次

のものを持参の上、５月24日㈭ま

でに役場住民課税務室課税担当ま

でお越しください。

　１．身体障害者手帳等

　２．自動車運転免許証

　３．軽自動車税納税通知書

　４．印鑑

詳　細

� 役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１　内線２３３

　自動車税は４月１日現在で自動

車をお持ちの方に納めていただく

北海道の税金です。道が事業を行

うための貴重な財源です。今年の

納期限は５月31日㈭ですので、納

期内納税にご協力をお願いします。

納税通知書が届いていない場合や

納税についてのご相談がある方は

お問い合わせください。

　また、住所が変わったときは札

幌道税事務所自動車税部および運

輸支局で変更手続きを、自動車を

売買したときや廃車にしたときは

運輸支局で手続きをしてください。

詳　細

十勝総合振興局地域政策部納税課

� ☎０１５５－２７－８５３３

日　　時　６月19日㈫－21日㈭　午前６時－10時（先着順時間予約制）

場　　所　町民センター

対　　象　国保特定健診：平成24年４月１日現在で町国民健康保険に加

入している40－74歳の方、すこやか健診：35－39歳で町国民健康保険

の加入者、40歳以上の生活保護受給者、胃・肺・大腸がん検診：40歳

以上の方、前立腺がん検診：50歳以上の男性、肝炎ウイルス検診：35

歳以上の方

料　　金　胃２，１００円、肺５００円、喀痰１，３００円、大腸７０

０円、前立腺１，７９５円、Ｃ型肝炎ウイルス検診５００円、Ｂ型肝

炎ウイルス検診（ＨＢ s抗原検査）３００円

※国保特定健診・すこやか健診の方は無料、生活保護の方は無料、70歳

以上の方は肝炎ウイルス検診のみ無料

申込期限　５月24日㈭午後５時まで

申込先・詳細� 役場福祉課保健福祉室保健推進担当　☎２５－２５７１

　歯周病は、日ごろの習慣と関係の深い「生活習慣病」です。早めのチ

ェックで健康な歯と歯ぐきを保ちましょう。

受診期間　平成25年３月31日までの歯科医院診療日

場　　所　中原歯科、足寄ファミリー歯科、あしょろ歯科

対 象 者　35歳－70歳までの町民

料　　金　７００円（直接、歯科医院にお支払いください）

　　　　　※生活保護世帯の方は無料です。

申し込み　随時

申込先・詳細� 役場福祉課保健福祉室保健推進担当　☎２５－２５７１

　緑のまちづくり協議会では、平成18年度の低気圧で風倒被害に遭った

里見が丘の町有林に町木のアカエゾマツ１,０００本を植樹します。

日　　時　５月27日㈰　午前９時15分集合　※雨天決行

集合場所　ネイパルあしょろ駐車場

そ の 他　申し込みの必要はありません。動きやすい服装でお越しくだ

さい。受け付けで軍手とタオルを配布します。また、先着１００人に

ブルーベリーの苗木をプレゼントします。

詳　　細� 役場経済課林業振興担当　☎２５－２１４１内線２４４

日　時　５月27日㈰
　　　　午前10時－午後２時30分

　　　　※雨天中止

場　所　里見が丘公園フラワー園

内　容　豪華賞品が当たる抽選会、

文化芸能・吹奏楽演奏等のステ

ージショー、炭の無料配布など

詳　細� 役場経済課商工観光担当

� ☎２５－２１４１内線２４１

ごみの受け入れを
一時休止します

　銀河クリーンセンターの計量器

検査のため、次のとおりごみの受

け入れを一時休止します。ご不便

をお掛けしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

日　時　６月16日㈯
　　　　正午－午後４時

詳　細� 銀河クリーンセンター

� ☎２９－６７００

　ＮＨＫ－ＢＳプレミアム「にっ

ぽん縦断こころ旅」では皆さんか

らのお便りを募集しています。寄

せられたお便りを元に、旅人「火

野正平」が日本を縦断します。ぜ

ひ皆さんの心にある忘れられない

風景や景色を、エピソードを添え

てご紹介ください。

締め切り　６月８日㈮必着

応募方法

〈お便り〉　〒１５０－８００１

　　　　ＮＨＫ「こころ旅」係

〈番組ホームページ〉

http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
詳　細� ＮＨＫふれあいセンター 

� ☎０５７０－０６６－０６６

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

新入学の小学１年生へ

・足寄ライオンズクラブ（後

藤昇会長）から

� ランドセルカバー

・足寄ロータリークラブ（岩

佐憲幸会長）から

� 防犯ブザー

・足寄町交通安全協会（斉須

元長会長）から

� 色鉛筆、塗り絵

・足寄町交通安全協会女性ド

ライバー支部（齊藤道代支

部長）から� 鉛筆

・足寄町商工会女性部（久保

眞知子部長）から� 鉛筆

お知らせ

日　　時　５月13日㈰　午前10時から

場　　所　義経の里本別公園

内　　容

　ニジマス放流・つり、ジャンボ義経鍋、フワ

フワ遊具、モデル撮影会、各種芸能など

詳　　細　実行委員会事務局（本別町役場企画

振興課商工観光・元気まち担当）

 ☎２２－２１４１

オフロードバトル

　今年もオフロードシーズンが開幕します。バ

ギー車、ＡＴＶによる迫力あるレースをぜひご

覧ください。

日　　時　５月20日㈰　午前９時から

場　　所　陸別サーキット（陸別町ウエンベツ）

入 場 料　大人　１，２００円

　　　　　（割引券で２００円引き）

　　　　　高校生以下　無料

　　　　　※割引券配布場所は電話でお問い合

わせください。

詳　　細　陸別町役場産業振興課

� ☎２７－２１４１

銀河の森天文台からのお知らせ
　銀河の森天文台はメンテナンスのため５月14

日㈪から25日㈮まで休館します。

詳　　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

第54回本別山渓つつじ祭



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

ひとのうごき
４月末の住民基本台帳

人　口　　７，６１０　人　（＋56)

　男　　　３，６８０　人　（＋19)

　女　　　３，９３０　人　（＋37)

世　帯　　３，５９３世帯（＋35)

　　　　　　　（　）内は前月比

今月の表紙
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☆いよいよ足寄にも春がやってきて、

通勤・通学で自転車に乗られる方も

多いのではないでしょうか。私も、

春の日差しに誘われて、先日自転車

通勤をしました。

☆片道７分程の道のりなのですが、職

場に着くと息は上がるわ、膝は笑う

わで、日ごろの運動不足を後悔しま

した。

☆任天堂のＷｉｉフィットで筋肉痛に

なってしまう自分にとって、自転車

通勤はまだまだハードルが高かった

ようです。

☆夏を迎えるまでには、何とか自転車

通勤ができるくらいには体を鍛えよ

うと思います。

一岡　愛
あ

由
ゆ

菜
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年５月７日生まれ）

　３人きょうだいの末っ子「あ

ゆな」は、歌や踊りが大好きで

す。愛嬌たっぷりな「あゆ」、

これからも健康にスクスクと育

ってね。

� 忍・祐子さ
んの子

� （郊南１丁目）
赤間　勇

ゆう

心
しん

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年５月23日生まれ）

　最近はお片付けが上手になり

ましたが、大事な物もどこかに

しまってしまい探すのが大変で

す。泣き虫で甘えん坊ですが優

しくたくましい子に育ってね。

� 寛貴・里子さ
んの子

� （北３条２丁目）

川上　聖
せ

七
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年５月26日生まれ）

　動物に触ったり、見たりする

のが大好きで、よく散歩に行き

ます。温泉にも毎日行っている

ので、おばあちゃんたちにかわ

いがってもらっています。

� 泰一・郁江さ
んの子

� （西町９丁目）

　４月６日に行われた「上利別保育所入所

式」でのスナップです。

� （⇒９ページ）　


